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『宗制』前文
「本宗門の宗祖親鸞聖人は、『顕浄土真実教行証文類』を
著し、龍樹、天親、曇鸞、道綽、善導、源信、源空の七高僧の
釈義を承け、『仏説無量寿経』の本義を開顕して、本願名号
の真実の教えを明らかにされた。これが浄土真宗の立教開
宗である。
本宗門は、その教えによって、本願名号を聞信し念仏する
人々の同朋教団であり、あらゆる人々に阿弥陀如来の智慧
と慈悲を伝え、もって自他共に心豊かに生きることのできる
社会の実現に貢献するものである。

・・・宗門の基本理念
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1.御同朋の社会をめざす運動（実践運動）について



『宗法』 第２条 （目的）

この宗門は、親鸞聖人を宗祖と仰ぎ、門主を中心として、

宗制を遵守する個人並びに本山その他寺院及び団体

を包括し、浄土真宗の教義をひろめ、法要儀式を行い、

僧侶、寺族、門徒、信徒その他の者を教化育成し、自他

共に心豊かに生きることのできる社会の実現に貢献す

ることを目的とする。

1.御同朋の社会をめざす運動（実践運動）について

4
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「御同朋の社会をめざす運動」の実践に関する宗則

（目的）

第１条 この宗則は、宗制に掲げる基本理念を体し、あ

らゆる人々が自他共に心豊かに生きることのできる社

会の実現に貢献する活動を、宗門全体のものとするこ

とを理念として推進し、 その成果を挙げるため、これに

必要な推進体制を整備することを目的とする。

1.御同朋の社会をめざす運動（実践運動）について

5
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（「御同朋の社会をめざす運動」の推進）
第２条 前条の規定による活動を「御同朋の社会をめざす運
動」（以下「実践運動」）という。
２ 総局は、（略）基幹運動（門信徒会運動・同朋運動）推進
の成果を踏まえ、宗務部門組織規程第２条の規定に基づき、
実践運動の推進をすべての宗務の基本理念とし、 その総合
基本計画を策定するとともに、各宗務部門をして、これを強力
に推進するものとする。
３ 実践運動は、総局を中心とする中央、地方の一貫した体
制のもと、宗門を構成するすべての者が参画し、かつ実践する
運動として推進されなければならない。

1.御同朋の社会をめざす運動（実践運動）について
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「御同朋の社会をめざす運動」の実践に関する宗則

（重点プロジェクトの策定）

第３条 総局は、基本理念に基づく宗務の具体的な実践目標を定め、こ

れを「重点プロジェクト」として、計画的かつ強力に推進するものとする。

２ 重点プロジェクトは、宗門内外の現状や歴史認識、人々の意識、信

仰形態などの調査、分析及び議論に基づいて、総局が策定する。

３ 総局は、前項の規定による重点プロジェクトの策定にあたり、各宗

務部門その他関係機関に、必要な調査研究を指示するとともに、広く意

見聴取を行うものとする。

1.御同朋の社会をめざす運動（実践運動）について

7
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専如門主は、ご親教『念仏者の生き方』において、「仏
さまのような執われのない完全に清らかな行いはでき
ません。しかし、それでも仏法を依りどころとして生きて
いくことで、私たちは他者の喜びを自らの喜びとし、他
者の苦しみを自らの苦しみとするなど、少しでも仏さま
のお心にかなう生き方を目指し、精一杯努力させてい
ただく人間になるのです」と具体的な生き方について
ご教示くださいました。

8
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2.総合基本計画・重点プロジェクト



また、『伝灯奉告法要御満座の消息』において、「私た

ち一人ひとりが真実信心をいただき、お慈悲の有り難

さ尊さを人々に正しくわかりやすくお伝えすることが基

本です」と念仏者としての基本的なあり方をお示しに

なり、『念仏者の生き方』でご教示されたことが、親鸞

聖人のお心にかなう歩みであると、その大切さをあら

ためてお諭しになっています。

9
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2.総合基本計画・重点プロジェクト



さらに、『念仏者の生き方』の肝要を『私たちのちか

い』として４カ条にまとめ、若者をはじめとしたこれまで

仏教や浄土真宗にあまり親しみのなかった方々にも、

さまざまな機会で唱和してほしいとお勧めくださいまし

た。

10
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2.総合基本計画・重点プロジェクト



・スローガン 【結ぶ絆から、広がるご縁へ】

・宗門重点プロジェクトの実践目標

貧困の克服に向けて～Dāna for World Peace～

－子どもたちを育むためにー

・推進期間 2020（令和2）年度～

2023（令和5）年度 ４年間

※従来通り、各教区・各組において独自に定めた「実践

目標」を設定し、宗門全体の実践目標と併せて取り組む

ことも可能 11

2.総合基本計画・重点プロジェクト



「専如門主は、『念仏者の生き方』の中で、世界規模での人
類の生存に関わる困難な問題の一つとして、「経済格差」を
指摘されています。世界的な経済格差は富の偏在により深刻
な貧困問題を引き起こし、実に多くの人々が貧困の状況にお
かれ悲しみ苦しんでおり、特に弱い立場である子どもや高齢
者がその影響を強く受けています。さらに、この経済格差がも
たらす貧困の問題は、紛争やテロを引き起こす大きな要素と
もなっており、あらゆる人々が共に心安らぐことのできる平和
な世界を実現するためにも、積極的に克服すべき課題です。」

12
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３.宗門重点プロジェクト実践目標の決定



「宗門では戦後70年を機縁として、3年間にわたり

あらためて平和への学びを深めて、議論してきました。
それをふまえ、具体的な四つの平和貢献策を提案し、

公聴会等で様々な意見をいただきました。そして、その

提案の一つである「経済格差・貧困の克服へ」は、

平和実現のため特に国内外での貧困に取り組むよう

提案されたものであり、今後注力すべき課題であると

総合的に判断しました。」
13

３.宗門重点プロジェクト実践目標の決定



さらに、国際連合でSDGｓ（持続可能な開発目標）が採択され、
「誰一人取り残さない」の理念のもと、貧困問題に取り組んで
います。国内外の様々な組織が連携しつつ、その課題克服へ取
り組む中で、宗教者に向けられた期待は高まっています。

これらの現状をふまえ、宗門では、より多くの人や寺院が参画
できる取り組みとして〈貧困の克服に向けて～Dāna for 
World Peace～〉 －子どもたちを育むためにーを重点プロ
ジェクトの実践目標として定め、世界を視野に入れ長期的展望
に立ち、お釈迦さま以来、仏教が大切にしてきた「布施」の精
神をもとに、できることから実践します。

14

３．宗門重点プロジェクト実践目標の決定



国際連合広報局 15

4．SDGｓ（持続可能な開発目標）について
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Copyright  一般社団法人お寺の未来 All Rights Reserved.

国際連合広報局

目標1：貧困をなくす

全世界で７億8300万人、10人に1人が
１日1.9ドル（約200円）未満で生活

16

全世界のあらゆる形の貧困を終わらせる

絶対的
貧困
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Copyright  一般社団法人お寺の未来 All Rights Reserved.

国際連合広報局

目標２：飢餓（きが）をゼロにする

栄養不良で命を落とす5歳未満の
子どもが、年間310万人もいる

17

すべての人が栄養のある十分な食事と安定した農業を

絶対的
貧困
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4.子どもたちを取り巻く現状

◇日本の子どもの貧困率 ※18才以下

2019年：13.5％ （2015年：13.9％）

「当たり前」に出来ていることを、貧困のために出来な

い子ども「7人に1人」

〇相対的貧困

（十分な食事が得られない、医療を受けられない、学

習、進学の機会を失うなど）

18
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宗門重点プロジェクト実践目標のもと、社会の中で弱い立
場にある子どもたちを支援し、その笑顔が広がるために、
「子どもたちの笑顔のために募金」活動に取り組む。

5.「子どもたちの笑顔のために募金」について

19
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合計 43,154,913円

第2回集計分 ￥22,045,972.-
(2020年2月～2021年1月末)

第1回集計分 ￥21,108,941.-
(2018年8月～2020年1月末) 

募金集計

20
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【「子どもたちの笑顔のために募金」管理委員会にて決定】

(1)Dāna for World Peace！－世界の子どもたちの笑顔を

応援します

①浄土真宗の有志で国際的に活動する団体からの申請に

基づく支援

支援状況：130万円（13団体）

②カトマンズ本願寺と連携したネパールの子どもへの支援

第1次支援状況：550万円

（ネパール・セティテビ中学校の食堂建設等）

募金の支援先と配分

21
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海外支援（国際的活動団体）

本
願
寺
新
報
7
月
20
日
号

【
メ
ラ
ウ
ー
キ
ャ
ン
プ

教
育
支
援
の
会
】 22
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食堂建設

海外支援（カトマンズ本願寺と連携）

資材（レンガ）運搬
23

セティデビ中学校支援

Copyright 浄土真宗本願寺派 All Rights Reserved.



食堂外観 食堂内部

24

セティデビ中学校支援

海外支援（カトマンズ本願寺と連携）
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本
願
寺
新
報
５
月
10
号

『
ネ
パ
ー
ル

セ
テ
ィ
デ
ビ
中
学
校
食
堂
建
設
』

25
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(2)子どもたちの居場所づくりを応援します

○寺院で子ども食堂などの活動を行っている主催者への支援

支援状況：533万円（78団体）

※子ども食堂：57団体、学習支援：21団体

(3)施設で暮らす子どもの笑顔を応援します

○本派全国児童養護施設連絡協議会の加盟１３施設への支援

支援状況：1,367万円（1,159名）

※卒園生：3万円、在園生：1万円

募金の支援先と配分

26
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国内支援（子ども食堂）

本
願
寺
新
報
7
月
1
日
号

【
て
ら
こ
や
あ
ん
の
ん

だ
れ
で
も
食
堂
】 27
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国内支援（学習支援）

本
願
寺
新
報
6
月
20
日
号

【
寺
子
屋
み
ら
い

ｉ
ｎ
善
宗
寺
】
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国内支援（浄土真宗本願寺派全国児童養護施設）

本
願
寺
新
報
8
月
10
日
号

大
阪
西
本
願
寺
常
照
園
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本
願
寺
新
報
6
月
10
日
号

『
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
か
ら

御
礼
・
感
謝
の
手
紙
』 30
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第3回目集計分現況（11月1日現在）

13,673,846円

〔2021(令和3)年2月～ 2022(令和4)年1月末集計〕

5．「子どもたちの笑顔のために募金」について

31
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（５８５件）



（目的）

宗門重点プロジェクトの実践目標を計画的かつ

強力に推進するため、教区に重点プロジェクト

リーダー及び重点プロジェクトサブリーダーを置

き、中央宗務機関・教区・組を通じた一体的な運

動とするもの。

６.重点プロジェクト 推進要綱【教区リーダー】

32



（推進体制）

教区の重点プロジェクトリーダー及び重点プロ

ジェクトサブリーダーは、中央宗務機関及び組と

連携し、重点プロジェクトの推進にあたる。

６.重点プロジェクト 推進要綱【教区リーダー】

33



教区重点プロジェクトリーダーは、

教区の実践運動委員会で協議された推進計画

に基づき、教区における重点プロジェクトの促進

を図る。

※サブリーダーは所属する教区の重点プロジェ

クトリーダーを補佐

６.重点プロジェクト 推進要綱【教区リーダー】

34



（所掌事項）

①教区における重点プロジェクト推進の実務担当従事

②教区における重点プロジェクト推進計画の立案・整理

③教区内における重点プロジェクトの活動実態等の調査、

収集整理及び現状把握

④教区重点プロジェクトの現状を教区委員会に報告

⑤教区内の組、寺院又は教化団体の研修会等への出講

⑥組の重点プロジェクト推進に助言

６.重点プロジェクト 推進要綱【教区リーダー】

35



（目的）

宗門重点プロジェクトの実践目標を計画的かつ

強力に推進するため、組重点プロジェクトリー

ダー及び重点プロジェクトサブリーダーを置き、

中央宗務機関・教区・組を通じた一体的な運動

とするもの。

６.重点プロジェクト 推進要綱【組リーダー】

36



（推進体制）

組の重点プロジェクトリーダー及び重点プロジェ

クトサブリーダーは、教区と連携し、重点プロジェ

クトの推進にあたる。

６.重点プロジェクト 推進要綱【組リーダー】

37



組重点プロジェクトリーダーは、

組の実践運動委員会で協議された推進計画に

基づき、組における重点プロジェクトの促進を図

る。

※サブリーダーは所属する組の重点プロジェクト

リーダーを補佐

６.重点プロジェクト 推進要綱【組リーダー】

38



（所掌事項）

①組の重点プロジェクト推進の実務担当従事

②組の重点プロジェクト推進計画の立案・整理

③組の重点プロジェクトの活動実態等の調査、

収集整理及び現状把握

④組重点プロジェクトの現状を組委員会に報告

６.重点プロジェクト 推進要綱【組リーダー】

39



宗門を構成するすべての者が参画し実践する運動

【背景】

〇宗門で統一した重点プロジェクト実践目標を定めた

〇本来であれば、中央が教区、組、寺院等の全般をサ

ポートすることが望ましい

〇運動をより活性化するためには、中央が教区、教区

が組、組が寺院をサポートする体制が望ましい

・・・重点プロジェクト推進体制相関図

重点プロジェクトリーダーの必要性

40



組・寺院・団体の実践事例

41
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〇貧困問題、子どもの貧困への学び（研修会）
〇心の貧困について 〇SDGｓへの学び・取り組み
〇子ども若者ご縁づくりの活動と連携して実施
〇子どもの居場所づくり（キッズサンガ、子ども会開催）
〇子ども食堂や学習支援の実施及び協力
〇子どもたちの笑顔のために募金活動、啓発活動
〇「おてらおやつクラブ」への協力 〇フードバンクへの協力
〇カトマンズ本願寺や海外関係団体との連携、海外支援
〇災害支援、被災地支援への取り組み
〇児童養護施設、学童保育の子どもへの支援
〇超宗派組織（仏教会等との連携）で取り組む
〇地域との連携 〇NPO法人との連携 42
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組における主な重点プロジェクト



〇研修会・学習会の実施【貧困の現状、SDGｓ等】 〇現場視察

〇子どもの居場所づくり【子ども食堂・学習支援、子ども会、サ

マースクールなど】

〇子どもたちの笑顔のために募金活動

〇地域活動参画【地域行事に組でブースを設置・居場所の提供】

〇フードバンクへ寄付【組や教化団体の研修会等で呼びかけ】

〇児童養護施設等への物資支援【文房具・食品等】

〇おやつクラブへの支援 〇学童保育への物資支援

〇リサイクル回収【子どもと共に】【衣類、靴、本等の回収】など 43
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組における主な重点プロジェクトの実践事例



実践事例①
「コートジボワールに愛の靴を送る支援」

【岐阜教区長良組】

トラックの積み荷の前で

履かなくなった靴を
お寺で集める

幼児から大人、高齢者
までが参加できる
取り組み

44



実践事例②
「書き損じハガキで就学支援」【北豊教区門司組】

門司組重点プロジェクト

・フィリピン農村貧困世帯
への教育支援

・寺院への啓発、意識改革

45



実践事例③
「「子どもたちの笑顔のために募金」

【山口教区熊毛組仏教壮年会連盟】

仏壮の社会貢献活動
として募金を開始

会員、家族、お寺でも
積極的に呼びかけ

46



実践事例④
「たまにはお寺で心身脱落」【岐阜教区・覚成寺】

“夏休みだけじゃなく
子どもの居場所を作りたい“

↓全員とハイタッチ

←食事のことばを言う
子どもたち

47



実践事例④
「たまにはお寺で心身脱落」【岐阜教区・覚成寺】

コロナ禍でも活動を継続

←食材の提供や飲食店の
調理協力を得る

↑ドライブスルー・ランチ弁当配布の様子
SDGｓ↑制服のリユース 48



実践事例⑤
「寺子屋みらいin善宗寺」【東京教区・善宗寺】

子どもたちのために
お寺を“教室”として開放

49

地域の元教員とともに
子どもたちを支える



実践事例⑥
「高校卒業奉告法要」 【新潟教区・長念寺】

地元の仲間と
お寺が結ぶご縁

仏教青年会への
“つながり“を期待

50
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実践事例⑥
「高校卒業奉告法要」 【新潟教区・長念寺】

お寺を思い出の場所に
51
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実践事例⑦
「ベビーズサンガ」【岐阜教区・善超寺】

同世代の子どもを持つ

寺院若夫婦が取り組み始めた

赤ちゃんとお母さんのための居場所づくり
52
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実践事例⑦
「ベビーズサンガ」【岐阜教区・善超寺】

わらべうたベビーマッサージの様子

イベントはあえてせずに、
おしゃべりしたり
お茶を飲んだりして
ゆったり過ごす

53
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実践事例⑧
「お仏飯でホームレス支援」【兵庫教区・専光寺】

お仏飯米をお寺に届け、
その活動で意識が変わる

54



実践事例⑧
「お仏飯でホームレス支援」【兵庫教区・専光寺】

多くの人とのご縁へ広がる
55



実践事例⑨
「解散寺院を憩いの場に再生」【安芸教区・萬福寺】

旧本堂など建物活用し地域に還元

56高齢者サロン

形を変えても後世に



おてらおやつクラブ
3つの特徴

①もったいなくしていたお供えを
ありがとうに変えられる

②おすそわけ以外の活動の充実
③コミュニティの広がりと深まり

お寺へのさまざまな「おそなえ」を、仏さまからの「おさがり」として、
経済的に困難な状況にあるご家庭へ「おすそわけ」する活動

「おてらおやつクラブ」の取り組み
【認定NPO法人「おてらおやつクラブ」】

57
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・これまでの活動を踏まえ、お寺、地域
との協力のもと、再構築し、充実発展さ
せることが大切である。

・お寺が、私ができること、人や地域と
つながること、ご縁をつないでいく。

58
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御同朋の社会をめざす運動（実践運動）

重点プロジェクトの推進に

ご協力をお願いいたします。

ご清聴有難うございました。

Copyright 浄土真宗本願寺派 All Rights Reserved.


